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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

公
益
財
団
法
人
長
野
県
消
防
協
会
会
長
　
　

福
澤
　
賢
治

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
県
下
77

消
防
団
、
２
万
８
千
２
百
人

余
の
団
員
を
は
じ
め
、
消
防

関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
健
や
か
に
令
和
８

年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

消
防
団
員
の
皆
様
に
は
、

大
事
な
仕
事
や
家
庭
を
持
ち

な
が
ら
、
郷
土
へ
の
愛
着
と

使
命
感
に
よ
り
住
民
の
皆
様

の
命
、
身
体
及
び
財
産
を
守

り
、
安
心
、
安
全
な
暮
ら
し

を
確
保
す
る
た
め
、
日
夜
精

励
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と

に
、
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り

県
消
防
協
会
に
御
理
解
と
御

協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、
地
球
環
境
の
変
化

な
ど
を
背
景
に
、
国
内
は
も

と
よ
り
世
界
各
国
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
と
様
相
の
異
な
る

災
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
11
月
に
は
大
分
県
で

大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
ま

し
た
。
お
一
人
が
亡
く
な
り
、

焼
失
面
積
は
約
５
万
平
米
、

１
８
０
棟
以
上
の
住
宅
が
全

焼
、
鎮
火
ま
で
17
日
を
要
す

る
と
い
う
火
災
で
し
た
。
火

の
手
が
迫
る
中
、
消
防
団
員

が
各
戸
を
回
り
、
高
齢
者
な

ど
多
く
の
住
民
を
避
難
所
へ

車
に
載
せ
て
運
ん
だ
と
報
じ

ら
れ
ま
し
た
。あ
る
専
門
家
は

「
人
的
被
害
が
最
小
限
に
抑

え
ら
れ
た
こ
と
は
奇
跡
的
だ
」

と
評
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
言

う
ま
で
も
な
く
、
消
防
団
員

の
判
断
と
行
動
が
多
く
の
住

民
の
命
を
救
い
ま
し
た
。

県
内
に
お
い
て
も
、
毎
年

林
野
火
災
や
豪
雨
災
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ

地
震
や
東
北
沖
を
震
源
と
す

る
地
震
の
発
生
に
つ
い
て
も
想

定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
地

域
と
住
民
を
熟
知
し
て
、
身

近
で
活
動
す
る
私
た
ち
消
防

団
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
は
大

き
く
、
使
命
は
益
々
重
要
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
高

齢
化
や
地
域
コ
ミュニ
ティ
ー
の

変
化
、
若
者
の
価
値
観
の
多

様
化
な
ど
に
よ
り
、
消
防
団

員
の
確
保
や
団
活
動
の
活
性

化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
消
防
協
会
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
消
防
団
員
の
技
術

向
上
や
確
保
の
た
め
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

消
防
団
員
の
皆
様
が
や
り
が

い
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
各
種
講
習
や
研
修

会
、
福
利
厚
生
、
表
彰
、
女

性
消
防
団
員
の
活
性
化
な
ど

に一
層
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
屠
龍（
竜
）之
技
」（
と
り
ょ

う
の
ぎ
・
と
り
ゅ
う
の
ぎ
）を

紹
介
し
ま
す
。
東
京
消
防
庁

第
六
消
防
方
面
本
部
消
防
救

助
機
動
部
隊（
ハ
イ
パ
ー
レ
ス

キ
ュ
ー
）が「
心
得
」
と
し
て
掲

示
し
て
い
る
言
葉
で
す
。
直

訳
す
れ
ば
、
龍
を
葬
る
技
、

実
在
し
な
い
龍
を
倒
す
技
な

ど
い
く
ら
身
に
着
け
て
も
意

味
は
な
い
、
と
い
う
無
駄
な

努
力
を
指
す
こ
と
わ
ざ
で
す
。

―
―
昔
、
中
国
の
山
奥
に
住

み
着
い
て
、
時
折
村
人
に
害

を
及
ぼ
し
た
悪
龍
を
退
治
し

よ
う
と
、
一
人
の
青
年
が
一
生

を
か
け
て「
屠
龍（
龍
を
屠ほ

ふ

る
）

の
技
」
を
磨
い
た
。
龍
は
二

度
と
そ
の
姿
を
現
さ
な
い
ま

ま
青
年
は
一
生
を
全
う
し
た
。

村
人
の
中
に
は
、
無
駄
な
こ

と
を
し
た
と
笑
う
者
も
い
た
。

非
ず
、
悪
龍
は
屠
龍
の
技
を

磨
い
て
い
た
者
が
住
む
村
を

恐
れ
て
避
け
て
い
た
の
で
あ
る

―
―　龍

の
出
現
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
屠
龍
の
技
を
磨
く
。

但
し
現
れ
た
ら一
撃
の
も
と
に

こ
れ
を
屠ほ

ふ

る
。
災
害
に
備
え

て
常
に
訓
練
を
重
ね
る
。「
何

も
な
い
こ
と
」
と「
何
も
な
い

よ
う
に
し
た
こ
と
」
と
は
天

と
地
ほ
ど
の
差
が
あ
る
、
と

い
う
の
で
す
。
さ
ら
に
次
の

よ
う
に
書
き
加
え
て
い
ま
す
。

「
わ
れ
わ
れ
は
龍
の
出
現
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
屠
龍
技
を

磨
く
。
実
際
に
は
天
災
は
起

き
な
い
方
が
い
い
。
だ
か
ら
無

駄
に
な
っ
た
ほ
う
が
い
い
。
た

だ
し
万
が
一
、
現
れ
た
ら
一
撃

の
元
に
こ
れ
を
屠ほ

ふ

る
。
そ
れ

が
我
々
の
目
指
す
と
こ
ろ
で

あ
る
。」

本
来
は
無
駄
な
努
力
を

表
す
意
味
で
す
が
、
部
隊
で

は
こ
れ
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意

味
に
と
っ
て
心
得
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
に
、
ま
た
災
害
の
な

い
平
穏
な
年
と
な
り
ま
す
よ

う
に
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
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第
２
回
理
事
会
開
催�

令
和
８
年
度
事
業
方
針
を
決
定

12
月
９
日（
火
）、
第
１
回
専
門
委

員
会
と
第
２
回
理
事
会
を
長
野
市
で

開
催
し
ま
し
た
。
各
理
事
に
は
所
属

の
総
務
、
教
養
、
福
利
厚
生
の
専
門

委
員
会
で
、
８
年
度
事
業
方
針
案
を

協
議
し
て
い
た
だ
き
、
続
く
理
事
会

で
各
委
員
長（
副
会
長
）が
結
果
を
報

告
。
事
業
方
針
は
原
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

【
総
務
専
門
委
員
会
関
係
】

①
基
金
運
用
、
日
本
消
防
協
会
・
県

消
防
協
会
定
例
表
彰
、
消
防
団
員

の
活
動
に
対
す
る
事
業
所
等
へ
の
協

力
依
頼
に
つ
い
て
従
来
ど
お
り
行
い

ま
す
。

②
広
報
活
動
は
、
ホ
ー
ム
ペー
ジ
の「
消

防
団
Ｐ
Ｒ
動
画
集
」
や「
消
防
団
員

募
集
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
市
町
村

や
県
消
防
課
、
総
務
省
消
防
庁
作

成
の
動
画
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
関
連

コ
ー
ナ
ー
へ
リ
ン
ク
を
貼
り
広
報
に

努
め
ま
す
。
機
関
紙「
信
州
消
防
」

を
年
４
回
発
行
し
、
県
協
会
の
動

向
を
広
報
し
ま
す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
を

貼
り
、
主
要
行
事
や
各
消
防
団
の

事
業
を
掲
載
し
ま
す
。

③「
県
消
防
団
長
・
事
務
主
任
研
修

大
会
」
と
合
わ
せ
て「
県
女
性
消
防

団
員
活
性
化
大
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
大
会
内
容
の
検
討
や
準
備
、

各
地
の
女
性
消
防
団
員
の
情
報
交

換
の
た
め
、
県
女
性
消
防
団
員
活

性
化
会
議
を
引
き
続
き
開
催
し
ま

す
。

④
県
の
関
与
と
し
て
、
８
年
度
も
事

業
費
補
助
及
び
県
協
会
運
営
へ
の

参
加
を
依
頼
し
ま
す
。
ま
た
、
地

区
協
会
に
行
う
補
助
事
業
は
補
助

対
象
を
広
げ
る
よ
う
に
見
直
し
を

行
い
、
効
果
的
な
活
用
を
図
り
ま

す
。

【
教
養
専
門
委
員
会
関
係
】

①
第
68
回
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

は
、
７
月
12
日（
日
）、
県
消
防
学

校
で
行
い
ま
す
。
今
後
実
施
要
綱

を
作
成
し
、
理
事
会
で
協
議
い
た

だ
き
ま
す
。　

⑴
操
法
実
施
要
領
及
び
操
法
大
会
審

査
要
領
は
、
必
要
に
応
じ
て
修
正

し
ま
す
が
、
大
き
な
改
正
は
な
い

見
込
み
で
す
。

⑵
運
営
方
法

・
選
手
及
び
選
手
関
係
者
の
負
担
軽

減
と
競
技
の
効
率
化
の
た
め
、
今

年
度
同
様
に
入
替
え
方
式
と
し
ま

す
。

・
開
始
式
への
地
区
消
防
協
会
役
員
及

び
来
賓
等
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
今

後
理
事
会
で
協
議
い
た
だ
き
ま
す
。

②
第
35
回
県
消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

は
、
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
と

同
日
、
県
消
防
学
校
屋
内
訓
練
場

で
行
い
ま
す
。

⑴
実
施
要
領
は
大
き
な
改
正
は
な
い

見
込
み
で
す
。

⑵
今
年
度
同
様
に
入
替
方
式
と
し
、

ラ
ッ
パ
吹
奏
の
時
間
を
ポ
ン
プ
操
法

の
時
間
と
ず
ら
し
ま
す
。

⑶
ブ
ロ
ッ
ク
推
薦
審
査
員
は
、
ブ
ロ
ッ

ク
内
の
各
地
区
協
会
で
決
定
し
、

報
告
い
た
だ
き
ま
す
。
３
月
の
第

３
回
理
事
会
の
承
認
を
も
っ
て
正

式
決
定
と
し
ま
す
。

⑷
ラ
ッ
パ
吹
奏
講
習
会
は
県
消
防
学

校
ラ
ッ
パ
科
講
師
の
指
導
の
も
と
、

ブ
ロッ
ク
推
薦
審
査
員
４
名
に
も
参

加
い
た
だ
き
４
月
18
日（
土
）午
後
、

県
消
防
学
校
で
行
い
ま
す
。

③ 

第
16
回
長
野
県
消
防
団
長
・
事
務

主
任
研
修
大
会
を
10
月
24
日（
土
）

午
後
１
時
か
ら
、
長
野
市
で
行
い

ま
す
。

④
副
団
長
講
習
会
は
、
６
月
６
日

（
土
）午
後
、
県
消
防
学
校
で
行

い
ま
す
。
な
お
、
隔
年
開
催
と
し

て
、
８
年
度
の
次
は
10
年
度
に
行

い
ま
す
。

⑤
消
防
団
員
指
導
員
研
修
は
、
12
月

10
日（
木
）と
11
日（
金
）に
一
泊
二

日
の
日
程
で
県
消
防
学
校
で
行
い

ま
す
。

⑥
消
防
団
員
幹
部
特
別
研
修（
日
本

消
防
協
会
主
催
）は
、
１
月
12
日

（
火
）か
ら
15
日（
金
）ま
で
東
京
都

で
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
者
１
名
の

割
当
は
、
東
信
ブ
ロッ
ク
で
す
。

⑦
消
防
団
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修

（
日
本
消
防
協
会
主
催
）は
、
男

性
が
１
月
27
日（
水
）か
ら
29
日

（
金
）、
女
性
が
２
月
17
日（
水
）か

ら
19
日（
金
）ま
で
東
京
都
で
行
わ

れ
ま
す
。
参
加
者
男
女
各
１
名
の

割
当
は
、
中
信
、
南
信
、
北
信
の

各
ブ
ロッ
ク
で
す
。

⑧
第
31
回
全
国
消
防
操
法
大
会
は
、

10
月
31
日（
土
）（
30
日（
金
）は
激

励
交
流
会
）に
東
京
都
臨
海
広
域

防
災
公
園
で
行
わ
れ
ま
す
。
県
大

会
の
小
型
ポ
ン
プ
操
法
優
勝
チ
ー
ム

が
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

⑨
第
31
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活

性
化
北
海
道
大
会
は
、
９
月
25
日

（
金
）に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

【
福
利
厚
生
専
門
委
員
会
】

①
日
本
消
防
協
会
の
消
防
団
員
等
福

祉
共
済
は
、
県
下
消
防
団
員
が
全

員
加
入
し
て
い
ま
す
。
消
防
個
人

年
金
、
全
日
本
消
防
人
共
済
会
の

火
災
共
済
に
も
多
く
の
団
員
に
加

入
い
た
だ
く
よ
う
、
各
団
に
呼
び

掛
け
て
い
き
ま
す
。

②
県
消
防
関
係
殉
職
者
慰
霊
祭
は
、

９
月
２
日（
水
）長
野
市
花
岡
平
で

行
い
ま
す
。
開
催
当
番
は
当
協
会

で
す
。

③
第
45
回
全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭

は
、
９
月
10
日（
木
）東
京
都
で
行

わ
れ
ま
す
。　

④
日
本
消
防
協
会
の
福
祉
共
済
及
び

長
野
県
消
防
協
会
定
款
細
則
に
基

づ
く
弔
慰
金
等
に
つ
い
て
、
請
求
漏

れ
が
な
い
よ
う
に
制
度
の
周
知
を
図

り
ま
す
。

⑤ 

信
州
消
防
団
員
応
援
シ
ョッ
プ
事

業
に
つ
い
て
、
団
員
へ
周
知
す
る
た

め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
機
関
紙「
信

州
消
防
」
に
よ
り
積
極
的
に
広
報

し
て
い
き
ま
す
。

県
協
会
定
例
表
彰

　
　

７
年
度
の
長
野
県
消
防
協
会
定

例
表
彰
は
、
79
団（
団
及
び
分
団
）

と
2
，
4
４
９
名
を
表
彰
、
市
町

村
の
出
初
式
等
で
授
与
さ
れ
ま
す
。

　

・
優
秀
章�

10
団

　

・
無
火
災
賞�

４
団
・
51
分
団

　

・
特
別
無
火
災
賞�

14
分
団

　

・
功
績
章�

 

80
名

　

・
永
年
勤
続
功
労
章�

３
１
９
名

　

・
功
労
章�

 

２
１
６
名

　

・
努
力
章�

 

１
９
１
名

　

・
精
績
章�

２
８
９
名

　

・
技
術
章�

１
９
１
名

　

・
精
勤
章�

１
，
１
４
４
名

　

・
退
職
者
感
謝
状�

19
名

　

県
内
か
ら
５
名
が
受
章
の
栄

に
浴
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

◆
瑞
宝
単
光
章

元
長
野
市
消
防
団
分
団
長

�

清
水　
　

宗

元
長
野
市
消
防
団
分
団
長

�

蓑　
　

茂
幸

元
長
野
市
消
防
団
分
団
長

�

和
田　

幸
文

元
松
本
市
消
防
団
分
団
長

�

忠
地　

祐
一

元
木
曽
町
消
防
団
副
団
長

�

古
坂　

貴
幸

消
防
関
係
者

　
　
　
　

秋
の
叙
勲

消防団員とご家族のご利用を
お待ちしております。

来賓あいさつ　渡邉県危機管理部長来賓あいさつ　渡邉県危機管理部長
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第
15
回
長
野
県
消
防
団
長
・

事
務
主
任
研
修
大
会
開
催

　

10
月
８
日（
水
）、
松
本
市
内
で
第

15
回
長
野
県
消
防
団
長
・
事
務
主
任

研
修
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。大
会

に
は
消
防
団
長
、
事
務
主
任
、
地
区

消
防
協
会
幹
事
合
わ
せ
て
１
５
１
名

が
参
加
。前
半
で
、
県
消
防
ポ
ン
プ

操
法
、
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
の
表
彰
式

と
県
消
防
団
協
力
事
業
所
等
知
事
表

彰
式
を
実
施
し
ま
し
た
。後
半
は
県

消
防
防
災
航
空
セ
ン
タ
ー
安
全
運
航

管
理
幹
の
上
條
信
男
氏
に
よ
り「
消

防
団
と
航
空
隊
の
活
動
連
携
と
安
全

管
理
」に
つ
い
て
講
義
い
た
だ
き
ま

し
た
。
グ

ル
ー
プ
討

議
の
部
で

は
、
各
消

防
団
の
課

題
や
取
り

組
み
事
例

の
紹
介
な

ど
活
発
な

意
見
交
換

が
行
わ
れ

ま
し
た
。

参
与
会
開
催

　

11
月
５
日（
水
）長
野
市
内
で
、
参

与
会（
県
協
会
長
経
験
者
13
名
）を
開

催
し
ま
し
た
。参
与
９
名
、
評
議
員

4
名
と
正
副
会
長
が
出
席
。参
与
会

正
副
会
長
の
改
選
が
行
わ
れ
、
会
長

に
塩
﨑
貞
夫
氏（
須
坂
市
）、
副
会
長

に
倉
坂
正
道
氏（
御
代
田
町
）が
就
任

し
ま
し
た
。前
会
長
の
中
澤
學
氏（
長

野
市
）は
相
談
役
と
な
り
ま
し
た
。会

議
後
は
県
渡
邉
危
機
管
理
部
長
を
来

賓
に
迎
え
、
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

消
防
団
員
指
導
員研修

を
実
施

　

副
団
長
、
分
団
長
等
指
導
的
立
場

の
消
防
団
員
を
対
象
に
、
12
月
11
日

（
木
）と
12
日（
金
）の
二
日
間
、
県
消

防
学
校
で
消
防
団
員
指
導
員
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。研
修
に
は
全
地
区

消
防
協
会
か
ら
32
名
が
参
加
。福
澤

会
長
の
講
話
、
県
危
機
管
理
部
職
員
、

県
消
防
学
校
教
官
に
よ
る
講
義
や
実

技
な
ど
の
講
座
を
受
講
い
た
だ
き
ま

し
た
。

第
30
回
全
国
女
性
消
防
団
員

活
性
化
長
崎
大
会
に
参
加

　

11
月
13
日（
木
）長
崎
市
で
第
30
回

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会
が

開
催
さ
れ
、
女
性
消
防
団
員
や
関
係

者
約
２
，
５
０
０
名
が
集
ま
り
ま
し

た
。当
県
か
ら
は
、
福
澤
会
長
、
副
会

長
、
14
市
町
村
消
防
団
の
女
性
消
防

団
員
、
関
係
者
合
わ
せ
て
58
名
が
参

加
。ス
テ
ー
ジ
で
の
活
動
事
例
発
表
、

記
念
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
、
ロ
ビ
ー
で
は
33
消
防

団
の
展
示
発
表
が
行
わ
れ
、
会
場
は

女
性
消
防
団
員
の
熱
気
で
溢
れ
ま
し

た
。来
年
は
９
月
25
日
、
札
幌
市
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

佐
久
市
消
防
団

分
団
長

山
浦　

良
介

小
諸
市
消
防
団

副
分
団
長

神
津　

弘
幸

軽
井
沢
町
消
防
団

副
分
団
長

坂
本　

優
希

御
代
田
町
消
防
団

班

長

清
水　

康
弘

上
田
市
消
防
団

分
団
長

宮
原
　

匡

長
和
町
消
防
団

副
団
長

鷹
野
原　

大
樹

青
木
村
消
防
団

副
分
団
長

宮
原　

一
昌

岡
谷
市
消
防
団

副
団
長

増
澤　

浩
文

富
士
見
町
消
防
団

分
団
長

矢
沢
　

忍

原
村
消
防
団

副
団
長

鎌
倉　

千
明

伊
那
市
消
防
団

副
団
長

井
出　

順
徳

辰
野
町
消
防
団

副
団
長

中
谷　

洋
平

中
川
村
消
防
団

副
団
長

諏
訪　

正
樹

売
木
村
消
防
団

副
団
長

村
澤　

健
吾

上
松
町
消
防
団

副
分
団
長

上
田　

康
平

南
木
曽
町
消
防
団

副
団
長

古
根
　

逸

王
滝
村
消
防
団

副
団
長

下
出　

竜
二

松
本
市
消
防
団

副
分
団
長

百
瀬
　

晃

松
本
市
消
防
団

副
分
団
長

蓑
島　

太
郎

塩
尻
市
消
防
団

分
団
長

中
原　

順
也

安
曇
野
市
消
防
団

副
分
団
長

萩
原 

茂
裕

朝
日
村
消
防
団

分
団
長

西
野　

正
成

大
町
市
消
防
団

副
分
団
長

松
下　

太
一

池
田
町
消
防
団

分
団
長

立
野　

孝
明

坂
城
町
消
防
団

分
団
長

金
子　

淳
也

小
布
施
町
消
防
団

分
団
長

小
林　

佳
佐
好

高
山
村
消
防
団

副
団
長

片
桐　

基
貴

長
野
市
消
防
団

副
分
団
長

宮
林　

伸
夫

信
濃
町
消
防
団

副
分
団
長

佐
藤　

一
幸

山
ノ
内
町
消
防
団

副
団
長

中
村　

光
孝

 

消
防
団
名

階　

級

氏　

名

佐
久
穂
町
消
防
団

分
団
長

倉
澤　

享
志

佐
久
穂
町
消
防
団

分
団
長

輿
水　

信
二

◆
受
講
者
名
簿
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第
２
回
県
女
性
消
防
団
員

活
性
化
会
議
開
催

　

11
月
29
日（
土
）県
女
性
消
防
団
員

活
性
化
委
員
８
名
が
出
席
し
、
第
２

回
県
女
性
消
防
団
員
活
性
化
会
議
を

県
消
防
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。今

回
の
会
議
に
は
須
坂
市
消
防
本
部
、

須
坂
市
消
防
団
の
指
導
、
協
力
を
得

て
、
ド
ロ
ー
ン
体
験
講
習
会
を
実
施
。

全
員
が
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　

令
和
８
年
新
春
の
消
防
出
初
式
が

県
下
各
地
で
挙
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
１
月
実
施
66
、4
月
実
施
６
市
町
村
）

知
事
、
副
知
事
及
び
県
協
会
長
の
出

席
は
次
の
通
り
で
す
。

阿
部
知
事　
　

１
月
18
日（
日
）松
川
村
、
池
田
町

新
田
副
知
事

１
月
４
日（
日
）松
本
市
、
高
森
町

福
澤
会
長

１
月
４
日（
日
）松
本
市
、
５
日（
月
）

川
上
村
、
10
日（
土
）長
野
市
、
11
日

（
日
）東
御
市
、
12
日（
月
）飯
田
市
、

13
日（
火
）軽
井
沢
町

　

10
月
28
日
、
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉

庫
で
開
催
さ
れ
た
第
26
回
全
国
女

性
消
防
操
法
大
会
に
、
長
野
県
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。本
大

会
は
２
年
に
１
度
開
か
れ
て
お
り
、

安
曇
野
市
と
し
て
は
初
め
て
の
出

場
と
な
り
、
隊
長
・
指
揮
者
・
１

〜
４
番
員
・
補
助
員
の
計
7
名

で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
の一
員
と
し

て
、
私
は
２
番
員
を
務
め
ま
し
た
。

　

選
手
は
50
～
60
歳
代
の
い
わ
ゆ

る“
お
ば
ち
ゃ
ん
チ
ー
ム
”で
し
た

が
、
人
生
経
験
豊
富
で
明
る
く
前

向
き
な
メ
ン
バ
ー
ば
か
り
。ポ
ン
プ

操
法
は
初
挑
戦
で
も
、こ
こ一
番
の

集
中
力
と
心
意
気
は
誰
に
も
負
け

ま
せ
ん
で
し
た
。笑
い
の
絶
え
な
い 安

曇
野
市
消
防
団
女
性
消
防
隊　
団
員　
２
番
員　
渡
邊　
加
奈

練
習
場
は
、
私
た
ち
の
大
切
な
居

場
所
と
な
り
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
は
５
月
１
日
の
説

明
会
か
ら
始
ま
り
、
立
候
補
者
は

10
名
と
関
心
の
高
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。４
月
入
団
の
私
は
聞
き

慣
れ
な
い
号
令
に
必
死
で
つ
い
て
い

き
、
選
手
選
考
の
30
ｍ
走
で
は
肉

離
れ
を
起
こ
す
不
安
も
抱
え
ま
し

た
が
、
無
理
を
し
な
い
練
習
量
と

体
の
ケ
ア
、
食
事
管
理
を
徹
底
し
、

本
番
ま
で
心
身
を
整
え
ま
し
た
。

　

選
手
発
表
で
惜
し
く
も
名
を
呼

ば
れ
な
か
っ
た
仲
間
の
涙
を
見
た

と
き
、
彼
女
た
ち
の
思
い
も
背
負
っ

て
全
力
で
臨
む
覚
悟
が
固
ま
り
ま

し
た
。７
月
か
ら
は
服
装
点
検
、

水
出
し
訓
練
が
始
ま
り
、
新
聞
・

テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
る
と
地
域
や

職
場
か
ら
多
く
の
激
励
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。練
習
日
は
週
２
回
。

毎
回
、
分
団
や
女
性
消
防
隊
が
後

方
支
援
に
入
り
、
投
光
器
の
設
置

や
ホ
ー
ス
巻
き
な
ど
を
担
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。本
当
に
心
強
い

支
え
で
し
た
。

　

全
国
大
会
で
は
仲
間
と
指
導
員

の
お
か
げ
で
平
常
心
を
保
ち
、
普

段
通
り
の
操
法
を
披
露
。結
果
は

44
チ
ー
ム
中
21
位
と
目
標
に
は
届

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、怪
我
な
く
本

番
に
立
ち
任
務
を
果
た
せ
た
こ
と
へ

の
安
堵
と
達
成
感
が
大
き
く
残
り

ま
し
た
。入
団
１
年
目
で
挑
ん
だ

半
年
間
は
私
の
宝
物
で
す
。こ
れ
か

ら
も
年
齢
や
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず

挑
戦
を
続
け
、女
性
消
防
隊
の一員

と
し
て
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
思

い
ま
す
。支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
26
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
て

消
防
出
初
式
各
地
で

　
　
　
　
　
挙
行
さ
れ
る1 月 4 日 松本市　観閲式1 月 4 日 松本市　観閲式1 月 10 日 長野市　部隊行進1 月 10 日 長野市　部隊行進

1 月 12 日 飯田市　家族表彰1 月 12 日 飯田市　家族表彰


